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は じ め に 
 
 本釧路リサーチ・ペーパーVol.13 は、岩崎守男氏による講演の記録です。この講演は、
2017 年 9 月 18 日に早稲田大学文学部社会学コース嶋﨑ゼミ「“生きている炭鉱
ヤ マ
”と釧路






































・ 本書掲載の写真うち提供元の指示がない分は、岩崎守男氏から提供を受けました。  
・ 本書掲載の講演内容は、事前インタビュー（2016 年９月実施）と事後インタビュー
（2018 年３月 19 日）をもとに一部補足しました。  








図１  南樺太全図 








































































































（『樺太連盟 40 年史』）のなかに引揚者数の推定が載っています。1946（昭和 21）年から

























































































































写真３  尺別炭砿中学校６期生卒業写真（1953 年３月） 










































































































































































写真４  同郷者と泥川訪問  
















































































































―拍手―   
 
写真５  第 85 回道展出品作  
「スカイロードからの展望」制作のようす  
















      私には故郷が３つあった  
      樺太―雄別―尺別炭鉱  






















    （色）    選炭の黒い川  
    （音）    出勤時を知らせるサイレン  
       朝、昼、晩（１～３番方）  
    （におい）  石炭のにおい、長屋の暖房ストーブの煙  
    （味）    ナンコ（馬の腸の味噌煮）  





    （春）   花見と山神祭  
    （夏）   盛大な盆踊り  
    （秋）   薪割り（焚付の軒下干し風景）  





    ①町内会（隣組）ない  １区～３区（住宅地域区分） 
     職員、砿員、組夫（下請）  
    ②長屋、水道、石炭は無料  
    ③詰め所（住民の相談窓口）  
    ④購買会（会計直営）  
    ⑤衛生施設（給水所、便所、風呂は共同使用）  
    ⑥娯楽施設 協和会館―映画、劇団  


























２．民衆の知恵 ―友子、労働組合  
 


















































































































































































































































































                                                   
1 原・天野編（2017: 36）。  
2 1910 年代までは北海道でも農業移民がピークとなり、競合関係にあったため、北海道を上
回る特典を付与して誘致した（三木  2012: 109）  
3 三木（2012: 119）。  
4 1914（大正３）年の三井合名会社大泊工場（翌年王子製紙に譲渡）を皮切りに、樺太工業や
王子製紙、富士製紙などの工場が進出するが、1933（昭和８）年に三大製紙会社合併にとも
ない、ほとんどが王子製紙の工場となった（原・天野編  2017: 120-4）。  
5 明治から大正期にかけて、内地の製紙工場は大規模河川近くに立地して水力発電に依存して
いたが、樺太では大規模河川がなかったため、火力発電に依存するほかなかった（原・天野





天野編  2017: 158-65）。  
7 1920（大正９）年に西海岸の本斗―真岡間約 47.3 ㎞が開業し、本格的に鉄道建設が開始し










樺太炭礦鉄道塔路炭鉱（三菱系、1933 年開鉱）などの都市が急激に拡大した（原・天野編  2017: 
180-5）。  
9 三木（2012: 121-2）。  
10 三木（2012: 118）。  
11 領内 13 歳以下の子ども、14 歳以上の女性、高齢者、病人を対象に、15 日間で 16 万人を疎
開させる計画であった。しかし、北部市町村を中心に未実施に終わった地区が多く、豊原市












後、公式の引揚げが開始する翌年 12 月まで、およそ 30 万人がソ連統治下の「サハリン」





に２万人以上が「密航」によって脱出したとされる 18。  
そして、1946（昭和 21）年 12 月に真岡―函館間で公式引き揚げがようやく開始され、









                                                   
12 北海道新聞社編（1988）。  
13 原・天野編（2017: 306）。  
14 畑中（2014）。  
15 川嶋（1989）。  
16 原・天野編（2017: 302）。  
17 ソ連兵に発見され脱出に失敗した場合、当初は１ヵ月程度の留置と賦役の後釈放されてい
たが、徐々に厳罰化され、1946（昭和 21）年春以降は島内の刑務所での服役や、シベリア送
致された（竹野  2016: 248）。  
18 他方、急速転換や緊急疎開で家族離散を余儀なくされた人びとの「逆密航」もあった（竹
野  2016: 249）。  
19 竹野（2016: 252-3）の表５－３、北海道民生部保護課「南樺太地区未帰還者の全般的資料」
にもとづく。  
20 竹野（2016: 252）。  
21 竹野（2016: 260）。  
22 公式引揚げ前に、ロシア人や朝鮮人と結婚した若年女性（そのうちの多くが「暮らしのた

































                                                   
23 尺別炭砿病院の看護師として勤務経験のある A 氏（女性）によれば、塔路炭鉱から尺別に
およそ 20 名が移り、その後も定期的に交流があったという（ 2018 年２月 21 日インタビュー
より）。  
24 1947（昭和 22）年度の児童数（阿寒町立雄別小学校  1970）。  
25 従業員の増加にともない、炭住の整備はもちろん、学校や郵便局、購買所、商店、病院等
が整備されていった。なお、尺別炭砿地区に隣接する尺別原野は、1900（明治 33）年の入植
以来、開拓が進められた（記念誌編集委員会編  2000）。  
26 2017 年７月市橋大明氏（元尺別炭砿中学校教員）インタビューより。  
27 秋月（2018）．  
28 労組組合員 693 名のうち、道外への就職が多く（ 353 人）、主に神奈川（104 人）、千葉（83






















窓の人びとと共有している。引揚げから 70 年、閉山から 50 年が経とうとする現在も、彼
らは同郷会や同窓会で集い、故郷に想いを馳せている。樺太引揚者最大の組織である「全












                                                   
29 嶋﨑・笠原編（2016: 10-1）。  
30 日本政府の見解では、ソ連（現ロシア）は、サンフランシスコ平和条約（日本が南樺太お
よび千島列島に関するすべての権利を放棄）に署名していないため、国際法上、領有権を主
張できないとしている（外務省  2010）。  
31 全国樺太連盟（2016）。  







































                                                   
33 2000 年代以降、豊女同窓会や豊原一校同窓会など、すでに解散した会がみられる。  
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